
２０２４年度

重点目標

評価対象 評価分類 評価

I　子どもの発達援助 １　発達援助の基本 A

２　健康管理・食事 A

３　教育・保育環境 B
子どもの活動が、発展・自主的・意欲をそそると
いう面で考えた時、もう少し連続して取り組める
環境構成や保育計画が必要であった。

４　教育・保育内容 A

II　子育て支援 １　入園児童の保護者の育児支援 A

支援を利用してくださっている保護者やお子様の
様子はある程度分かっているが、聞き取りの際に
案していてあづけて頂けるよう細部にわたり聞け
るところは聞いていくようにする。

２　多様な子育てニーズへの対応 A

３　地域の子育て支援 B
子育て支援だけでなく、親支援も意識して取り組
んだが、内容がマンネリ化したしたところがあっ
たので、アンケートも参考に取り組んでいく。

III　地域の住民や関係機関等と
の連携

１　地域の住民や関係機関・団体との連携 A

２　実習・ボランティア A

IV　運営管理 １　基本方針 A

２　組織運営 A

３　守秘義務の遵守 A

４　情報提供・保護者の意見の反映 A

５　安全・衛生管理 A

 園全体の総括（期末・年間まとめ）

十分達成されている A 80％以上

ほぼ達成されている B 60～80％程度

取り組まれているが、成果が十分でない C 40～60％程度

取組が不十分である D 40％未満

２０２４年度の提供する教育・保育の質の向上および安心・安全な環境づくりのため、自己評価を通
して職員一人ひとりが自身の成長や課題を整理しました。この評価をもとに、２０２５年度に向けた
目標と改善計画を立て、子ども達の健やかな成長を支えるため、教育・保育李質の向上に努めていき
ます。

＊幼保連携型認定こども園の役割を理解し、子ども最善の利益を考慮した教育・保育を行っていきま
す。
＊発達の基礎を育むため、０～５歳児の発達段階に応じた教育・保育を行い、一人ひとりが創意工夫
できる環境を整えていきます。

【今年度の成果・良かった点】
〇安全で安心できる空間を整備していったが、年齢・発達に合った工夫が足りない部分もあったので、今後の課題ではある。
〇保護者支援として、個人懇談や送迎時等で、保護者の方とお子様の育ちを共に支えるための関係づくりを築けるよう意識して取り
組み、子育てに不安を感じている方には、時間を作って相談に乗るようにしていった。

【来年度に向けた重点課題・目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○子ども
達のまなびが生まれたり、発達を促すあそびができるクラスト停滞するクラスがあり、子どもの活動が、発展・自主的・意欲をそそ
るという面で考えた時、もう少し連続して取り組める環境構成や保育計画が必要であった。それぞれの年齢に沿った学びや遊びの提
供や環境構成の苦手な職員のフォローや研修を行い、子どもの健やかな発達を園全体として意識を持つようにしていく。
○暑さ等を考え行事の見直しが必須であり、それに伴ってのカリキュラムの再編成を行う。


